
数学 解答・解説 
 

 

 (1) 展開図を組み立てた立体は右の図のように 

  正六角柱から三角すいを 6個切り取った立体となる。 

   ＤＦ＝ＣＨ より，四角形ＣＤＨＦは長方形 

  であるから，その面積は ＤＣ×ＤＨ＝6×9＝54 …(答) 

 

 (2) (1)よりＤＦは求める球の直径である。 

   ＤＦ＝ 22 96 ＋ ＝ 133  

   よって半径は，
2

133
 …(答) 

 

 (3) ＡＢの中点をＭ，ＦＧの中点をＮとし，△ＡＢＣの重心 

  をＳ，△ＦＧＨの重心をＴ，(2)で求めた球の中心をＰとすると， 

  ＰはＳＴの中点となるから， 

  △ＣＳＰで三平方の定理より，ＳＰ＝ 2
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   よって，ＳＴ＝ 69  …(答) 

 

 (4) ＭＣ//ＨＮ，かつ ＭＣ＝ＨＮ より， 

  1組の対辺が平行かつ等しいので，四角形ＭＨＮＣは 

  平行四辺形であり，この四角形の面積について考えると， 

  ＨＮ×ＳＴ＝ＣＮ×(ＭＨとＣＮの間の距離) となるから， 

  33 × 69 ＝ 26 ×(ＭＨとＣＮの間の距離)  

   よって，(ＭＨとＣＮの間の距離)＝
4

463
 

   
4

463
＜ 69  であり，求める球の直径は

4

463
 

   したがって，球Ｑの半径の最大値は
8

463
 …(答) 
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